
大分市子ども広場設置補助金交付要綱 

 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は、子ども広場を設置し、改修し、及び修繕（以下「設置等」とい

う。）しようとする自治会に対し、大分市子ども広場設置補助金（以下「補助金」と

いう。）を交付することについて、大分市補助金等交付規則（昭和４９年大分市規則

第５６号。以下「規則」という。）に定めるもののほか必要な事項を定めるものとす

る。 

 （用語の定義） 

第２条 この要綱において「子ども広場」とは、主として子どもの遊び場対策として、

自治会が当該地域内の適当な場所に設置する広場で、その面積が、原則として１，

０００平方メートル未満のものとし、遊具を有するものとする。 

 （補助対象者） 

第３条 補助金の交付の対象となる者は、子ども広場を設置等しようとする自治会と

する。 

 （補助対象事業等） 

第４条 補助金の交付の対象となる事業（以下「補助対象事業」という。）、補助金の

交付の対象となる経費（以下「補助対象経費」という。）、補助金の額及び補助の条

件は、別表第１のとおりとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、大分市域内過疎対策事業基本要綱（平成１４年４月１

日施行）第２条各号に規定する事業対象地域内の自治会にあっては、別表第２のと

おりとする。 

３ 補助金の交付は、一の補助対象者につき一の年度に１回とする。 



４ 補助金は、予算の範囲内で交付する。 

 （補助金の交付申請） 

第５条 補助金の交付を申請しようとする者（以下「申請者」という。）は、大分市子

ども広場設置補助金交付申請書（様式第１号）に、次に掲げる書類を添えて市長に

提出しなければならない。 

⑴ 子ども広場計画概要書 

 ⑵ 収支予算書 

 ⑶ ２社以上の見積書の写し 

 ⑷ 土地所有者が５年以上土地の使用を承諾することを証する書類 

 ⑸ 土地の登記簿謄本 

 ⑹ その他市長が必要と認める書類 

 （交付の決定） 

第６条 市長は、前条の規定により申請があったときは、その内容を審査し、必要に

応じて現地調査を行い、補助金の交付の可否を決定し、大分市子ども広場設置補助

金交付（不交付）決定通知書（様式第２号）により、申請者に通知するものとする。

この場合において、市長が補助金の交付を決定したときは、必要な条件を付すこと

ができる。 

（概算による交付） 

第７条 市長は、補助金の交付の目的を達成するため、補助金の交付の決定を受けた

事業（以下「補助事業」という。）の完了前に補助金の全部又は一部を概算で交付す

ることができる。この場合において、市長は、大分市子ども広場設置補助金概算交

付通知書（様式第３号）により補助金の交付の決定を受けた者（以下「補助事業者」

という。）に通知するものとする。 



（変更の申請等） 

第８条 補助事業者は、補助事業の内容又は補助事業に要する予算を変更しようとす

るときは、大分市子ども広場設置補助事業変更承認申請書（様式第４号）を市長に

提出しなければならない。 

２ 市長は、前項の規定による申請があったときは、その内容を審査し、適当である

と認めたときは、その変更を承認し、大分市子ども広場設置補助事業変更承認通知

書（様式第５号）により、補助事業者へ通知するものとする。この場合において、

市長は、必要な条件を付すことができる。 

 （実績報告） 

第９条 補助事業者は、補助事業が完了したときは、補助事業の完了の日から起算し

て３０日を経過する日又は補助金の交付の決定を受けた日の属する年度の末日の

いずれか早い日までに、大分市子ども広場設置補助事業実績報告書（様式第６号）

に次に掲げる書類を添えて、市長に提出しなければならない。 

 ⑴ 収支決算書 

 ⑵ 領収書の写し 

 ⑶ 施工工程が確認できる写真 

 ⑷ その他市長が必要と認める書類 

 （補助金の額の確定） 

第１０条 市長は、前条の規定による報告があったときは、その内容を審査し、適当

であると認めたときは、補助金の額を確定し、大分市子ども広場設置補助金確定通

知書（様式第７号）により、補助事業者に通知するものとする。 

（請求） 

第１１条 補助事業者は、補助金の交付を請求しようとするときは、大分市子ども広



場設置補助金交付請求書（様式第８号）を市長に提出しなければならない。 

 （交付決定の取消し等） 

第１２条 市長は、補助事業者が次の各号のいずれかに該当するときは、補助金の交

付の決定の全部又は一部を取り消すことができる。この場合において、当該取消し

の部分について、既に補助金が交付されているときは、期限を定めてその返還を求

めるものとする。 

 ⑴ 補助金を他の用途に使用したとき。 

 ⑵ 補助金の交付の決定の内容又はこれに付した条件に違反したとき。 

 ⑶ 法令、規則又はこの要綱及び市長の指示に違反したとき。 

 ⑷ 偽りその他不正の手段により補助金の交付を受けたとき。 

 （施設の管理） 

第１３条 補助事業者は、補助金の交付を受けて設置等した子ども広場を管理し、常

に安全に利用できるよう施設の維持管理に努めなければならない。 

 （廃止の届出） 

第１４条 補助事業者は、補助金の交付を受けて設置等した子ども広場を変更し、又

は廃止しようとするときは、あらかじめ大分市子ども広場用途変更（廃止）届出書

（様式第９号）を市長に届け出なければならない。 

 （補則） 

第１５条 この要綱に定めるもののほか、補助金の交付に関し必要な事項は、市長が

別に定める。 

 

 

 



  附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は、令和２年４月１日から施行する。 

２ この要綱は、令和３年１２月１日から施行する。 

 

 （経過措置） 

３ 改正後の大分市子ども広場設置補助金交付要綱の規定は、この要綱の施行の日以

後の申請に係る補助金について適用し、同日前の申請に係る補助金については、なお

従前の例による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別表第１（第４条関係） 

補助対象事業 補助対象経費 補助金の額 補助の条件 

子ども広場の

設置 

１ 子ども広場の整

地及び補修に係る

費用 

２ 遊具の設置、改

修、修繕及び撤去

に係る費用 

３ 柵の設置、改修

及び修繕に係る費

用 

４ ベンチ、水飲み

場及び車止めの設

置、改修及び修繕

に係る費用 

５ その他市長が必

要と認める経費 

補助対象経費の

額とし、１３０

万円を限度と

する。 

１ 子ども広場とし

て設置するもので

あること。 

２ 自治会の区域内

において、既に子ど

も広場が設置され

ていないこと。 

３ 補助金の交付の

確定した日から起

算して５年以上子

ども広場として使

用すること。 

子ども広場の

改修、修繕

又は遊具の

撤去 

補助対象経費の

額とし、６０万

円を限度とす

る。 

１ 子ども広場とし

て改修し、又は修繕

するものであるこ

と。 

２ 補助金の交付の

確定した日から起

算して５年以上子

ども広場として使

用すること。 



別表第２（第４条関係） 

補助対象事業 補助対象経費 補助金の額 補助の条件 

子ども広場の

設置 

１ 子ども広場の整

地及び補修に係る

費用 

２ 遊具の設置、改

修、修繕及び撤去

に係る費用 

３ 柵の設置、改修

及び修繕に係る費

用 

４ ベンチ、水飲み

場及び車止めの設

置、改修及び修繕

に係る費用 

５ その他市長が必

要と認める経費 

補助対象経費の

額とし、２３０

万円を限度と

する。 

１ 子ども広場とし

て設置するもので

あること。 

２ 自治会の区域内

において、既に子ど

も広場が設置され

ていないこと。 

３ 補助金の交付の

確定した日から起

算して５年以上子

ども広場として使

用すること。 

子ども広場の

改修、修繕

又は遊具の

撤去 

補助対象経費の

額とし、８０万

円を限度とす

る。 

１ 子ども広場とし

て改修し、又は修繕

するものであるこ

と。 

２ 補助金の交付の

確定した日から起

算して５年以上子

ども広場として使

用すること。 


